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2014/3 2015/3 増減率

第1四半期 第1四半期 （％）

30,415 30,982 1.9

国内売上高 24,310 23,700 △ 2.5

海外売上高 6,105 7,282 19.3

1,552 1,051 △ 32.2

2,010 971 △ 51.7

1,316 539 △ 59.0

平 均 レ ー ト （2013/6） （2014/6）
1 ド ル 96.9円 102.4円
１ ユ ー ロ 127.1円 140.4円

営　業　利　益

経　常　利　益

 四半期純利益

売　上　高

（単位：百万円、単位未満切捨て）

１）決算概要

為替影響除く： ＋12％

2014/3 Q1 2015/3 Q1

粗利率： 49.9％ → 50.7％
販管費率： 44.8％ → 47.3％
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為替差損益： 差益2.9億円 → 差損2.0億円



営業利益 ： 前年同期比 32.2％減

・販管費：業容拡大に向けた人員の増強により増加。

売上高 ： 前年同期比 1.9％増

・国内：消耗品・保守サービスは堅調に推移したものの、

医療機器は消費税率引上げに伴う駆け込み需要の

反動もあり減収。

・海外：全ての商品群が増収。特に生体情報モニタが好調。

経常利益 ： 前年同期比 51.7％減

・為替差損益が差損に転じる。

２）決算のポイント
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商品群別売上構成比
（2013/6 ⇒ 2014/6）

（単位：百万円）

生体計測機器

25.6 ⇒24.6％

生体情報モニタ

32.3⇒33.8％

治療機器

19.9 ⇒20.1％

消耗品・保守
サービス

41.1 ⇒42.9％

その他

22.2 ⇒21.5％

売上高

309億円
医療機器

58.9 ⇒57.1％

３）商品群別売上高
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2014/3 2015/3 増減率
第1四半期 第1四半期 （％）

生 体 計 測 機 器 7,799 7,632 △ 2.1

生体情報モニタ 9,826 10,471 6.6

治 療 機 器 6,044 6,221 2.9

そ の 他 6,745 6,657 △ 1.3

売 上 高 合 計 30,415 30,982 1.9

(ご参考）

消耗品・保守サービス 12,503 13,300 6.4



【市場別売上高】 【商品群別売上高】
（単位：百万円）

【市場別】 大学、私立病院市場は堅調に推移した一方、官公立病院、診療所市場は低調。

【商品群別】 生体計測機器： 心臓カテーテル検査装置群は好調に推移するも、

脳神経系群、心電計群、診断情報システムが前年同期を下回る。

生体情報モニタ： 消耗品・保守サービスは好調に推移するも、臨床情報システムが低調。

治療機器： 除細動器、ペースメーカが好調に推移。AEDは販売台数は前年同期を上回るも、微減収。

その他： 検体検査装置、仕入品ともに、前年同期を下回る。

４）国内売上高
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2014/3 2015/3 増減率

第1四半期 第1四半期 （％）

生体計測機器 6,280 5,933 △ 5.5

生体情報モニタ 7,255 7,087 △ 2.3

治 療 機 器 4,838 4,861 0.5

そ の 他 5,935 5,818 △ 2.0

売 上 高 合 計 24,310 23,700 △ 2.5

（億円）



（億円）

【地域別】 米州： 米国、中南米ともに売上が大幅に伸長。
欧州： 需要が回復傾向にある西欧諸国は好調に推移するも、ロシア、トルコが低調。
アジア州： 東南アジア、インド、中近東で売上が大幅に伸長。中国は低調に推移。

【商品群別】 生体計測機器： 米州、アジア州で脳神経系群が好調に推移。
生体情報モニタ： 全ての地域で好調に推移。特に、米州、アジア州で、売上が大幅に伸長。
治療機器： 全ての州でAEDが好調に推移。
その他： アジア州で血球計数器が好調に推移。

前年同期比 ＋20%
（為替影響除く：＋12%）

前年同期比 ＋5%
（為替影響除く：△5%）

前年同期比 ＋27%
（為替影響除く：＋22%）

（単位：百万円）【商品群別売上高】

５）海外売上高
【地域別売上高】

為替影響除く：＋12％

【海外売上高比率】
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2014/3 2015/3 増減率

第1四半期 第1四半期 （％）

生体計測機器 1,518 1,698 11.9

生体情報モニタ 2,571 3,384 31.6

治 療 機 器 1,205 1,359 12.8

そ の 他 809 839 3.6

売 上 高 合 計 6,105 7,282 19.3

2014/3 2015/3
第1四半期 第1四半期

20.1% 23.5%



６）トピックス
2014年6月 ヨーロッパ麻酔科学会

日本光電独自の付加価値をアピール
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esCCOセミナーを開催

CSM-1901 BSM-1700
シリーズ

esCCO（estimated Continuous Cardiac Output）とは・・・

ルーティンでモニタリングされる心電図とSpO2を

使って、心拍出量（心臓から送り出される血液量）
を推定し、非侵襲かつ連続でモニタリング可能

・ 欧州、新興国の一部諸国で限定発売
・ FDA、薬事申請の準備中

・ 日本、ドイツ、フランス、ロシアのドクターによる
講演

・ OR、ICUにおける
臨床評価等が
テーマ

新商品を展示

高機能ベッドサイドモニタ 搬送用モニタ



７）減価償却費と研究開発費

【2015/3期計画】
主な設備投資： 新製品の「型」投資 、工場生産設備、販促用製品、ERPシステム、

富岡新工場の改修工事（7億円）、総合技術開発センタの建設（11億円）

（単位：百万円）
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2014/3 2015/3 2014/3 2015/3

第1四半期 第1四半期 実績 計画

減 価 償 却 費 663 753 90 3,103 3,900

研 究 開 発 費 1,430 1,309 △ 121 7,108 7,200

増減額



上期 通期 上期 増減率
（％）

通期 増減率
（％）

売 上 高 671 1,531 720 7.2 1,600 4.4

国 内 売 上 高 532 1,204 ― ― 1,233 2.4

海 外 売 上 高 138 327 ― ― 367 12.1

営 業 利 益 52 175 54 1.9 180 2.6

経 常 利 益 57 189 54 △ 6.7 180 △ 5.3

当 期 純 利 益 34 123 34 △ 1.8 115 △ 6.9

海外売上高比率 20.7% 21.4% 22.9%

平均レート

1 ド ル 97.6円 99.8円 ― ― 100円
１ ユ ー ロ 128.4円 134.3円 ― ― 138円

2015/3 予想2014/3 実績

８）通期業績見通し
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（単位：億円）



2014/3 2015/3 増減率

実績 予想 （％）

生 体 計 測 機 器 36,654 38,900 6.1

生 体 情 報 モ ニ タ 50,864 54,250 6.7

治 療 機 器 28,401 30,500 7.4

そ の 他 37,273 36,350 △ 2.5

売 上 高 合 計 153,194 160,000 4.4

(ご参考）

消 耗 品 ・ 保 守 サ ー ビ ス 56,072 58,800 4.9

［参考］商品群別売上高見通し
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（単位：百万円）



この資料に記載されている業績予想数値は、当社および当社グループ会社の

事業に関連する業界の動向、国内外の経済情勢、各種通貨間の為替レートの

変動など、業績に影響を与える要因についての現時点で入手可能な情報を

基にした見通しを前提としております。同数値は、市況、競争状況、新商品導入

の成否など多くの不確実な要因の影響を受けます。

従って、実際の業績は、この資料に記載されている予想とは大きく異なる場合が

ありますことをご承知おきください。

【担当部署】 経営企画室

【連 絡 先】 ℡03-5996-8003
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